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主な研究内容スタッフ

1.一般住民を対象とした研究（CIRCS研究、東温スタディ、

小学生における睡眠呼吸障害と不注意・多動に関する疫学調査）

2.職域集団を対象とした研究（就労女性を対象とした睡眠呼

吸障害に関する研究、健康起因事故防止のための実証的研究と防止
対策の普及開発研究、東京電力福島第一・第二原子力発電所におけ
る産業保健に関する研究、医師の働き方改革に関する研究）

3.その他（治療と就労支援、国際保健政策と国際協力等）

担当教授 谷川 武

2020年9月1日現在

「人生における意味や目的」が循環器疾患の発症リスクを抑
制する
～ 英国公務員の5年間にわたる大規模縦断調査で明らかに ～

順天堂大学医学部公衆衛生学講座の野田愛特任准教授、谷川武教授らの
研究グループは、英国ロンドンで働く公務員を対象とした大規模な縦断
研究*1のデータを用いた調査分析により、ポジティブな心理状態（学術
的に「心理的ウェルビーイング*2」と呼ばれる）の要素である「人生に
おける意味や目的」と循環器疾患の発症リスクとの関連性を分析し、高
齢男性においては、心理的ウェルビーイングによる動脈硬化の抑制効果
が認められること、さらに、5年経過後も効果が持続することがわかり
ました。本研究結果により、人生における充足感や充実感といった心理
的ウェルビーイングのレベルを高めることが、人口の高齢化が進む現代
社会においての循環器疾患予防に役立つと期待されます。本研究は、米
国の医学雑誌「Hypertension」（2020年７月13日付）に掲載されま
した。
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Main Research Subjects

Research HighlightsMembers

 1.Community-based Epidemiological Study
(CIRCS, The Toon Health Study, Sleep Study on Child's SDB and 
Behavioral Problem)

 2.Epidemiological Study of Occupational Health
(SDB in Working Women, Health-related Accident Prevention in 
Professional Drivers, the Fukushima Nuclear Energy Workers’ Support 
Project study, Study on the Work Style Reform for Japanese Physicians)

 3.Other Studies
(Employment Support for Patients, Global Health)
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Summary
In older men, higher levels of eudaimonic
wellbeing were associated with lower long-term 
levels of arterial stiffness. We found no 
significant associations of affective wellbeing 
with PWV and no associations among women. 
The pattern of association between positive 
wellbeing and cardiovascular health outcomes 
involves eudaimonic rather than affective 
wellbeing and is sex-specific.

Psychological Wellbeing and Aortic Stiffness: Longitudinal Study 

Ikeda A, et al. Hypertension, 2020 
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英文原著 4
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work after kidney transplantation: A 12-month cohort of the Japan Academic Consortium of Kidney Transplantation study. BMJ Open 2019; 3;
9(10): e031231.

英文原著 17
Nagao Y, Nishioka S, Koresawa K. Prevalence of viral liver disease and oral lichen planus in patients who visited dental clinics: A study by the Ehime
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国内学会発表 7 李佳，丸山広達，友岡清秀，谷川武，斉藤功．米飯摂取とインスリン抵抗性・感受性との関連　東温スタディ．第73回日本栄養・食糧学会大会，静岡，5/17-19，2019．

国内学会発表 8 遠藤源樹．不妊治療と就労・生活の両立に関する研究班J-FEMA Studyの概要．第92回日本産業衛生学会，名古屋，5/23-24，2019．

国内学会発表 9 遠藤源樹．治療と就労の両立支援～IOTと就業規則標準フォーマットによる就労支援への挑戦～．第92回日本産業衛生学会，名古屋，5/23-24，2019．

国内学会発表 10
木村真奈美，和田裕雄，佐藤准子，趙暁旭，田島朋知，田中恵子，池田愛，谷川武．学生における意欲と成績の関連に自覚的眠気が及ぼす影響．日本睡眠学会第44回
定期学術集会，名古屋，6/27-28，2019．

国内学会発表 11
白濱龍太郎，友岡清秀，Yun Lan Fan，池田愛，和田裕雄，Kales Stefanos N，谷川武．閉塞性睡眠時無呼吸患者における，CPAPの⾧期的な降圧効果に関する検
討．日本睡眠学会第44回定期学術集会，名古屋，6/27-28，2019．

国内学会発表 12
⾧尾由実子．特別講演 「歯科診療で役立つ!ウイルス性肝炎の必須知識～日本歯科医療管理学会会員の実態調査で見えてきた現状と課題」．第60回日本歯科医療管理学会
総会・学術大会，東京，7/13-15，2019．

国内学会発表 13
湯浅資之．招待講演「子どもが大人をカエルがん教育;その考え方－進化のミスマッチから生じた健康問題を進化で勝ち得た力で解決する」．第1回全国がん教育勉強会，札幌，
7/31，2019．



国内学会発表 14 斉藤功，丸山広達，友岡清秀，加藤匡宏，谷川武．安静時心拍数と糖尿病発症との関連:東温スタディ．第78回日本公衆衛生学会総会，高知，10/23-25，2019．

国内学会発表 15 白山芳久，湯浅資之．タイ国北部チェンマイにおけるミャンマー系移民労働者の健康状態と危険因子．第78回日本公衆衛生学会総会，高知，10/23-25，2019．

国内学会発表 16
李嘉奇，今野弘規，崔仁哲，山岸良匡，梅沢光政，村木功，羽山実奈，大平哲也，木山昌彦，岡田武夫，山海知子，谷川武，北村明彦，磯博康．地域住民における
白血球数と循環器疾患発症リスクとの関連（CIRCS）．第78回日本公衆衛生学会総会，高知，10/23-25，2019．

国内学会発表 17
⾧尾由実子．オンラインによる歯科医療従事者のウイルス性肝疾患に対する意識と実態調査．第64回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大会，札幌，10/25-27，
2019．

国内学会発表 18 遠藤源樹．ダイバーシティの実現に向けた就労継続と職場復帰の最新知見．日本産業看護学会第8回学術集会，大阪，10/27，2019．

国内学会発表 19
駒澤牧子，湯浅資之，佐藤美穂，白山芳久，駒澤大，マラックオウリ．ヨルダンにおける産後期の避妊実行率:横断研究．第84回日本健康学会総会，⾧崎，11/1-3，
2019．

○

国内学会発表 20 仁科聖子，横山和仁，松川岳久，遠藤源樹，白濱龍太郎．高齢がん患者の家族介護者に関する文献検討．第84回日本健康学会総会，⾧崎，11/1-3，2019．

国内学会発表 21
湯浅資之，白山芳久．ボリビア国オルロ県における住民参加型ヘルスプロモーション活動のインパクト評価結果．日本ヘルスプロモーション学会第17回学術大会・総会，青森，
11/16-17，2019．

国内学会発表 22 ⾧尾由実子．歯科受診患者における肝炎ウイルス検査の受検勧奨－某歯科医師会の取り組み－．第27回日本消化器関連学会週間，神戸，11/21-24，2019．

国内学会発表 23 ⾧尾由実子．招待講演「歯科診療で必ず役立つ!肝炎ウイルスの基礎知識」．公益社団法人香川県歯科医師会主催 令和元年度医療安全セミナー，11/27，2019．

国内学会発表 24
湯浅資之，白山芳久，萩原華蓮，Gutiérrez L，Revilla F，Ticona V，Miranda C，田中あゆみ．ボリビア国JICAオルロ県母子保健プロジェクトにおける母子ケアのコンピテン
ス改善事業のインパクト評価．第34回日本国際保健医療学会，三重，12/7-8，2019．

○

国内学会発表 25
李祥任，塩沢綾子，堀成美，高崎仁．外国生まれ結核患者の入国前スクリーニングの動向－オーストラリアと日本の比較－．第4回国際臨床医学会学術集会，福岡，12/8，
2019．

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1
谷川武．学術大会会⾧講演「健康起因事故対策における睡眠時無呼吸症候群スクリーニングの意義ならびに東日本大震災後の東京電力福島発電所におけるストレス対策につい
て」．第67回日本職業・災害医学会学術大会，東京，11/9-10，2019．

特別講演・
招待講演

2
遠藤源樹．教育講演「治療と就労の両立支援～IoTと就業規則標準フォーマットによる就労支援への挑戦～」．第67回日本職業・災害医学会学術大会，東京，11/9-10，
2019．

特別講演・
招待講演

3 湯浅資之．招待講演「国際協力とヘルスプロモーション－日本の経験を世界へ」．第4回J-HPHカンファレンス，東京，11/9-10，2019．

特別講演・
招待講演

4 ⾧尾由実子．招待講演「明日からの歯科診療で役立つ!肝炎ウイルスの基礎知識」．第24回大阪歯科保健大会，大阪，10/19，2019．

特別講演・
招待講演

5 谷川武．学術フォーラム特別講演「生活習慣病予防と安全向上におけるSASスクリーニングの意義」．第16回脳心血管抗加齢研究会学術大会，東京，12/20-21，2019．



区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年月日等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1
Yuasa M, Shirayama Y, Komasawa M, Hussein W. Overall Structure and Functions of the Syrian Health System Prior to the Syrian Conflict. Juntendo
Journal of Global Studies 2019; 4: 1-10.

○

その他
（広報活動を含む）

2 遠藤源樹．選択制がん罹患社員用就業規則標準フォーマット～がん時代の働き方改革～．労働新聞社　2019．

その他
（広報活動を含む）

3 遠藤源．がんサバイバーシップにおける就労支援．日本健康教育学会誌　2019;27(1):91-98．

その他
（広報活動を含む）

4 湯浅資之．ボリビアに根付くJICA母子保健プロジェクトの活動．医学のあゆみ 2019;270(13):1239-1240．

その他
（広報活動を含む）

5 谷川武　（講演）さんぎょうい株式会社　講演会　「企業の睡眠負債」　～組織パフォーマンスを向上させるSAS対策とは?～　2019年8月29日

その他
（広報活動を含む）

6 谷川武（プレスリリース）m3.com　医療維新:　シリーズ医師の働き方改革とキャリア　厚労省「10万人調査」　2019年8月30日

その他
（広報活動を含む）

7 谷川武　（講演）「睡眠×からだ変わるNaviセミナー」　～職場環境からアプローチする健康経営の進め方～　2019年10月18日

その他
（広報活動を含む）

8 遠藤源樹　（受賞）日本医師会医学研究奨励賞「がん治療と就労の両立支援に関する研究と就労支援ツールの開発」　2019年11月1日

その他
（広報活動を含む）

9 谷川武　（講演）一般社団法人愛知県トラック協会　「健康起因事故防止」　対策セミナー　～睡眠時無呼吸症候群スクリーング検査の意義～　2019年11月27日
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